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被験者には， 6 才から 12才の聞に反対峻合の歯科矯正治療を開始した女子52名を用いた。被験者の
抽出にあたっては，上顎 3 切歯以上が下顎前歯と反対被蓋を呈し，治療開始時における頭部X線規格




















開始時年齢が異なる 2 群を設定し，この 2 群について成長完了時にいたるまでの形態の推移を検討し
た。
その結果，以下のことが明らかとなった。
1 )主成分分析の結果，重要と考えられる 4 つの主成分が抽出され， これらの 4 主成分で全変動の























校合を認めない対照群と比較した結果，上下顎関係の改善は上顎の catch-up growth (取り戻し成長)
と下領の後下方位への移動により得られることを明らかにしている。さらに，治療開始時の反対峻合
の程度が同じ場合，治療開始時年齢の低い方が，患者の顎態はより大きく対照群に近づくことも示し
ている o これらは反対峻合患者の治療にあたって，きわめて参考となる重要かつ新たな知見であり，
価値ある業績であると認める。よって本研究者は歯学博士を得る資格があると認める。
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